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教育・福祉研究センター活動報告
2010 年度研究センター活動の概要
　本研究センターは本学専任教員を研究員とし，
学外より客員研究員および嘱託研究員を委嘱して
活動に当たっている。
　2010 年度のスタッフおよび主な活動概要は下
記の通りである。
　
1.　スタッフ
　センター長　山路　憲夫
　運 営 委 員　草野篤子，髙田文子
　　　　　　　近藤幹生，首藤美香子
　センター長委嘱運営委員
　　　　　　　村田保太郎，海上玲子
　　　　　　　高橋康昌，増田昭一
　事 務 担 当　企画調整室
2.　研究員会議と運営委員会
　研究員会議
　2009 年4月16日（木）教授会後
　2009 年5月14日（木）教授会後
　2009 年6月11日（木）教授会後
　2009 年12月3日（金）臨時教授会後
　2010 年2月15日（木）教授会後
　2010 年3月11日（木）教授会後
　運営委員会
　2010 年4月8日（木）午前11時～
　2010 年5月13日（木）午前11時～
　2010 年6月3日（木）午前11時～
　2010 年6月24日（木）午後1時～
　2010 年7月22日（木）午後6時～
　2010 年9月28日（木）午前12時～
　2010 年11月4日（木）午前12時～
　2010 年12月9日（木）午前12時～
　2011 年1月20日（木）午前12時10分～
　2011 年3月9日（木）午後6時～
　2011 年3月10日（木）午前12時10分～
3.　「研究年報」第 15 号発行（2010.12.10）
　編集委員　草野篤子，長谷川俊雄，松本園子
　　　　　　福丸由佳，首藤美香子
　発行部数　350 部
4.　研究助成の実施
　　2010 年度研究助成
　　申請数　　17 件
　　決定数　　17 件
　　決定者（申請代表者）および助成金額
⑴ 近藤　幹生ほか「専門職養成における実習指
導の課題 ―― 事前・事後指導にお
ける諸課題の探求 ―― 」 〔35 万〕
⑵ 鈴木慎一朗「男性保育者の歌声の実態に関す
る研究」 〔20 万〕
⑶ 草野　篤子ほか「ヨーロッパ諸国における世
代間交流 ―― 特にスウェーデン，
フィンランド，ノルウェーでの学
校ボランティアを中心に ―― 」
 〔50 万〕
⑷ 杉本　豊和ほか「学生ソーシャルワークの可
能性に関する試行的研究」 〔27万〕
⑸ 山路　憲夫「韓国の地域，在宅ケアと日本の
比較」 〔31 万〕
⑹ 首藤美香子「アリエス・パラダイム以降の新し
い子ども学研究の展開と課題」 〔25
万〕
⑺ 佐久間路子「縦断的インタビュー調査による
児童期の自己概念の発達」
 〔25 万〕
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⑻ 秋山　治子「音楽理論の視点から分析する子ど
もの歌曲の特徴～日本における歌
唱教材の特徴と音楽観の研究～」
 〔44 万〕
⑼ 佐々加代子ほか「就学前教育における発達課
題とその遂行 ―― 幼保一元化と小
学校への接続」 〔45 万〕
⑽ 金子　尚弘ほか「マウスを用いた長期にわた
る学習能力に関する研究」 〔20万〕
⑾ 土川　洋子ほか「小平市におけるコミュニ
ティ・レストラン導入による効果
に関する実践的研究」 〔20 万〕
⑿ 瀧口　　優「国連『世界の子どもたちのた
めの平和と非暴力の文化国際 10
年』への自治体などの取り組み」
 〔27 万〕
⒀ 花原　幹夫ほか「保育の構造についての研究」
 〔47 万〕
⒁ 小松　歩ほか「小平地域における子育てネッ
トワークに関する研究（4）」
 〔50 万〕
⒂ 市川奈緒子ほか「発達障害学生を対象とした
学内支援構築の試み」 〔13 万〕
⒃ 長谷川俊雄「子ども・若者育成支援推進法に
おける『子ども・若者支援地域協
議会』の設置・運営の現状と課題
の実態把握に関する調査研究」
 〔13 万〕
⒄ 松本　園子ほか「家庭科の保育と保育者養成
の保育の接点を考える」 〔6 万〕
5.　白梅学園大学短期大学公開講座の開催
⑴　第 12回　生活の中のカウンセリング
「子どもと大人のコミュニケーション」
5 月 29 日（土）午後 2 時～ 4 時
「現代の子育て，保育の課題と大人の役割」
講師：汐見稔幸（白梅学園大学学長）
6 月 12 日（土）午後 2 時～ 4 時
「『気になる』子どもへの対応と環境構成」
講師：本郷一夫（東北大学教授）
9 月 26 日（日）午後 2 時～ 4 時
「保育者（大人）のアサーション ―― 大人同士，
大人と子どものよりよい関係づくりの鍵 ―― 」
講師：平木典子（東京福祉大学大学院教授）
10 月 2 日（土）午後 2 時～ 4 時
「遊びの中で育つ子どもの『人間関係力』の発
達」
講師：白川佳子（鎌倉女子大学短期大学部准教授）
10 月 16 日（土）午後 2 時～ 4 時
「子どもとのきずなを深めるコミュニケーショ
ン ―― CARE プログラムの紹介と実践 ―― 」
講師：福丸由佳（白梅学園大学教授）
（参加者延人数：513 名）
⑵　第 10回保育フォーラム
「子ども，青年，中年世代，高齢者，すべての
世代が大切にされる社会の創造～子育て・家
族・地域支援を考える～」
6 月 12 日（土）午前 10 時～午後 4 時
6 月 13 日（日）午前 9 時～午後 12 時 40 分
講師：汐見稔幸（白梅学園大学学長）
草野篤子（白梅学園大学教授）
杉本豊和（白梅学園大学准教授）
関谷榮子（白梅学園短期大学教授）
近藤幹生（白梅学園短期大学准教授）
ほか
主催：財団法人明治安田こころの健康財団・白
梅学園大学・白梅学園短期大学
（参加者数：52 名）
⑶　第 1回白梅発達臨床セミナー
「幼児期の子どもの育ちと支援～発達臨床心理
学への招待～」
7 月 24 日（土）午後 2 時～ 4 時
「発達障害児・気になる子への巡回相談～一人
ひとりの子どもが互いを認め合い，楽しく遊べ
るようになるために～」
講師：五十嵐元子（白梅学園大学教育・福祉研
究センター発達・教育相談
室相談員）
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8 月 7 日（土）午後 2 時～ 4 時
「気になる子の保育～集団の力を見直すために～」
講師：市川奈緒子（白梅学園大学准教授）
8 月 28 日（土）午後 2 時～ 4 時
「幼児教育として育てるべきこととは」
講師：無藤隆（白梅学園大学大学院研究科長・
白梅学園大学附属白梅幼稚園園
長）
9 月 23 日（木）午後 2 時～ 4 時
「乳幼児期の自己の育ち　～『わたし』から『わ
たしたち』へ～」
講師：佐久間路子（白梅学園大学准教授）
会場：国分寺Ｌホール
（参加者延人数：156 名）
⑷　第 1回小学校教育フォーラム
「新しい教科書で，何をどう教えるか？ ―― 4 割
増の教科書を，どう学力向上につなげるか ―― 」
9 月 4 日（土）午前 9 時 30 分～午後 3 時 40 分
「新学習指導要領と次年度教科書への対応」
講師：無藤隆（白梅学園大学大学院研究科長）
「次年度教科書で，指導上配慮すべきこと」
講師：浅沼茂（東京学芸大学教授）
「次年度教科書の編集趣旨について」
講師
　・国語　　岡本哲明（東京書籍編集局国語編集
部小学国語主任編集長）
　・社会　　丑山　修（教育出版小学校社会科
編集長）
　・算数　　芹沢克明（学校図書第二編修部部長）
　・理科　　藤川　広（大日本図書編集部部長）
シンポジュウム
「次年度教科書をもとに，いかに学力向上に
つなげるか？」
シンポジュウム 1（国語，社会）
司会：村越正則（白梅学園大学教授）
シンポジュウム 2（算数，理科）
司会：星野征男（白梅学園大学教授）
（参加人数：38 名）
⑸　第 2回白梅発達臨床セミナー
「大人と子どものメンタルヘルス」
10 月 9 日（土）　午後 2 時～ 4 時
「子育て支援と母親のメンタルヘルス」
講師：尾久裕紀（白梅学園大学教授・精神科医）
11 月 20 日（土）　午後 2 時～ 4 時
「幼児期の子どもの理解と関わり」
講師：福丸由佳（白梅学園大学教授）
1 月 30 日（土）　午後 2 時～ 4 時
「思春期の子どもの理解と関わり」
講師：小保方晶子（白梅学園大学准教授）
会場：国分寺Ｌホール
（参加者延人数：92 名）
⑹　第 4回 白梅子ども学講座
「世界の子ども政策から学ぶ」
10 月 30 日（土）午後 2 時～ 4 時
「東アジア（中国・韓国・台湾）の子ども政策
の展開と『早期からの教育』熱」
講師：一見真理子（国立教育政策研究所国際研
究・協力部統括研究官）
11 月 27 日（土）午後 2 時～ 4 時
「イギリス労働党政権（1997-2010）の Sure 
Start 政策における民力活用と質の担保」
講師：椨瑞希子（聖徳大学大学院教授）
12 月 18 日（日）午後 2 時～ 4 時
「アメリカ保育市場における質保証と補償教
育 ―― 自助の活力と限界 ―― 」
講師：深堀聰子（国立教育政策研究所高等教育
研究部統括研究官）
1 月 22 日（土）午後 2 時～ 4 時
「『子どもに優しいまち』イタリア ピストイア
の子ども・家族支援の取り組み」
講師：星三和子（十文字学園女子大学教授）
2 月 19 日（土）午後 2 時～ 4 時
「陶冶という概念で切り開くもの ―― ドイツの
保育政策の前提を踏まえて ―― 」
講師：鳥光美緒子（中央大学教授）
司会・コーディネーター：首藤美香子（白梅学
園大学准教授）
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主催：白梅学園大学・子ども学研究所
（参加者延人数：228 名）
⑺　第 16回白梅保育セミナー
「いま保育に問われていること」『激動の時代
の中で保育の新しい可能性とあり方を探る～学
び，ささえ，つながりあう保育をめざして～』
12 月 5 日（日） 午前 10 時～午後 3 時
講演「激動の時代の中で，保育の新しい可能性
とあり方を探る～学び，ささえ，つなが
り合う保育をめざして～」
講師：汐見稔幸（白梅学園大学学長）
分科会
「保育実践のプロセスをみつめる ―― 『描
く・つくる・遊ぶ』をとおして，子どもの育
ちを考える ―― 」
企画：近藤幹生（白梅学園短期大学准教授）
コメンテータ ：ー花原幹夫（白梅学園大学教授）
「保育の専門性を生かした保護者支援の方法
を学ぶ ―― 新しく保育士養成課程に加えられ
た保育相談支援とは ―― 」
企画：松永静子（白梅学園大学准教授）
講演：柏女霊峰（淑徳大学教授）
「地域にネットワークをつくる ―― ささえあ
う，保育者だけで抱えこまない ―― 」
企画：長谷川俊雄（白梅学園大学教授）
「これからの特別支援保育・支援教育 ―― 発
達相談を活かす ―― 」
企画：堀江まゆみ（白梅学園大学教授）
（参加者数：163 名）
⑻　第 9回白梅介護福祉セミナー
「高齢者・障害者の『その人らしい生活』を創
出し，QOL を高めるケアの質 ―― 白梅介護福
祉学の成果と課題 ―― 」
3 月 19 日（土）中止
ビデオ講演「ひとを育てる・ひとに育てられ
る ―― ケアの本質」
講師：汐見稔幸（白梅学園大学・白梅学園短期
大学学長）
シンポジウム　事例報告
「重症心身障がい児との心の通い合い・命を
支える介護」
報告者：村上恵梨子（緑成会整育園）
「世代間交流をとおして施設と地域を結ぶ
QOL 向上」
報告者：柿沼由希美（白十字ホーム）
「介護の喜怒哀楽・高齢者の懐に跳び込む楽
しみ」
報告者：閑野智江（サンフレンズ善福寺）
「介護福祉士教育においてのヒューマニズム
実践」
報告者：古川潤子（白梅学園大学・白梅学園短
期大学実習指導センター）
司会：関谷榮子（白梅学園短期大学教授）
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